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管
路
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で
提
言
案

管
路
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で
提
言
案

国
交
省

検
討
委
安
全
性
確
保
を
最
優
先
に
推
進

イ
ン
フ
ラ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
全
国
大
会

ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
強
力
に
推
進

国
土
交
通
省
は
５
月
１６

日
、
東
京
・
霞
が
関
の
中
央

合
同
庁
舎
３
号
館
で
第
６
回

「
下
水
道
等
に
起
因
す
る
大

規
模
な
道
路
陥
没
を
踏
ま
え

た
対
策
検
討
委
員
会
」
（
委

員
長
・
家
田
仁
政
策
研
究
大

学
院
大
学
特
別
教
授
）
を
開

き
、
第
２
次
提
言
案
に
つ
い

て
活
発
に
意
見
交
換
し
た
。

安
全
性
確
保
を
最
優
先
す
る

管
路
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
な
ど
を

推
進
し
て
い
く
。

当
日
は
会
合
に
先
立
ち
横

浜
市
に
よ
る
特
別
重
点
調
査

の
実
施
状
況
を
視
察
。
港
北

区
の
港
北
水
再
生
セ
ン
タ
ー

に
近
い
菊
名
合
流
幹
線
・
菊

名
合
流
雨
水
幹
線
の
管
路
内

に
家
田
委
員
長
ら
が
入
っ
て

点
検
状
況
を
確
認
し
た
。

第
２
次
提
言
案
で
は
管
路

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
し
て
安
全

性
確
保
の
優
先
度
が
高
い
箇

所
の
点
検
回
数
を
増
や
し
、

老
朽
化
が
進
行
す
る
前
に
更

新
す
る
。
大
口
径
で
平
時
の

管
内
水
位
が
高
い
管
路
は
複

線
化
・
多
重
化
・
分
散
化
し

て
リ
ス
ク
を
回
避
。
道
路
管

理
者
な
ど
と
の
連
携
を
強
化

す
る
た
め
、
デ
ジ
タ
ル
技
術

を
活
用
し
た
情
報
共
有
・
統

合
化
に
力
を
入
れ
る
。

ま
た
優
良
な
人
材
の
養
成

・
確
保
や
自
治
体
間
の
広
域

連
携
、
官
民
連
携
の
ウ
ォ
ー

タ
ー
Ｐ
Ｐ
Ｐ
な
ど
に
取
り
組

ん
で
い
く
。
地
域
住
民
へ
の

対
応
で
は
デ
ー
タ
を
活
用
し

た
上
下
水
道
の
見
え
る
化
や

事
故
時
の
管
路
使
用
制
限
に

対
す
る
理
解
醸
成
、
維
持
・

更
新
に
充
て
る
上
下
水
道
料

金
の
見
直
し
と
国
の
財
政
支

援
な
ど
を
求
め
て
い
る
。

特
別
重
点
調
査
に
つ
い
て

は
管
路
延
長
が
１
０
０
㎞
を

超
え
る
札
幌
市
・
埼
玉
県
・

東
京
都
・
横
浜
市
・
名
古
屋

市
・
大
阪
市
が
４
月
末
ま
で

に
実
施
し
た
計
１
３
３
㎞
に

つ
い
て
報
告
。
６
都
県
市
の

管
路
延
長
は
約
１
７
０
０
㎞

で
特
別
重
点
調
査
約
５
０
０

０
㎞
の
３
分
の
１
を
占
め
て

い
る
。
調
査
済
み
管
路
の
１４

・
６
％
に
あ
た
る
１９
・
５
㎞

で
迅
速
な
対
策
・
緊
急
措
置

を
施
し
た
５
年
以
内
の
対
策

が
必
要
だ
と
し
て
い
る
。

検
討
委
で
は
５
月
中
に
第

２
次
提
言
、
夏
頃
に
第
３
次

提
言
を
ま
と
め
る
方
針
だ
。

イ
ン
フ
ラ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
国
民
会
議
（
会
長
・
冨
山
和
彦
㈱
経
営
共
創
基
盤
Ｉ
Ｇ
Ｐ
Ｉ
グ
ル
ー
プ
会
長
兼
㈱
日

本
共
創
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
社
長
）
は
５
月
１２
日
、
東
京
・
千
代
田
区
の
砂
防
会
館
で
「
イ
ン
フ
ラ
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
市
区
町
村
長
会
議
」
（
代
表
幹
事
・
髙
橋
勝
浩
東
京
都
稲
城
市
長
）
の
第
３
回
全
国
大
会
を
開
催
し
た
。
地
方

自
治
の
体
の
首
長
や
イ
ン
フ
ラ
部
門
担
当
者
、
国
土
交
通
省
関
係
者
な
ど
４
０
０
余
名
が
一
堂
に
参
集
。
ト
ッ
プ

ダ
ウ
ン
に
よ
る
イ
ン
フ
ラ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
強
力
に
推
進
す
る
と
結
束
を
強
め
た
。

市
区
町
村
長
会
議
に
は
全

国
の
自
治
体
首
長
の
約
７
割

が
参
加
。
首
長
同
士
の
意
見

交
換
や
意
識
の
向
上
、
国
民

へ
の
普
及
啓
発
活
動
な
ど
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

全
国
大
会
で
は
髙
橋
代
表

幹
事
が
冒
頭
あ
い
さ
つ
に
立

ち
「
当
会
議
に
は
１
１
９
７

の
自
治
体
首
長
が
参
加
し
て

い
る
。
全
国
１
７
４
１
自
治

体
の
７
割
に
相
当
し
、
３
年

で
倍
増
し
た
。
埼
玉
県
八
潮

市
で
発
生
し
た
道
路
陥
没
事

故
な
ど
イ
ン
フ
ラ
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
の
重
要
性
が
再
認
識
さ

れ
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
首
長

が
率
先
し
て
適
正
な
取
り
組

み
を
進
め
て
い
こ
う
」
と
呼

び
か
け
た
。

来
賓
祝
辞
で
は
高
橋
克
法

国
土
交
通
副
大
臣
が
「
１
月

の
八
潮
市
道
路
陥
没
事
故
で

１
名
が
死
亡
、
周
辺
住
民
約

１
２
０
万
人
に
下
水
道
使
用

自
粛
な
ど
の
影
響
が
出
た
。

こ
の
よ
う
な
事
故
を
二
度
と

起
こ
し
て
は
な
ら
な
い
と
の

強
い
決
意
で
対
策
を
講
じ
て

い
る
。
皆
さ
ま
の
前
向
き
の

取
り
組
み
で
イ
ン
フ
ラ
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
の
新
時
代
を
切
り

拓
い
て
ほ
し
い
」
と
述
べ
、

一
層
の
協
力
を
要
請
し
た
。

ま
た
富
山
会
長
が
あ
い
さ

つ
し
「
設
備
の
老
朽
化
や
災

害
に
よ
る
被
害
の
多
発
化
・

激
甚
化
な
ど
イ
ン
フ
ラ
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
の
重
要
性
は
今
後

も
高
ま
っ
て
い
く
。
当
会
議

も
発
足
し
て
１０
年
に
な
る

が
、
き
び
し
い
財
政
状
況
や

人
手
不
足
の
中
で
担
い
手
を

し
っ
か
り
と
確
保
す
る
こ
と

が
重
要
だ
」
と
強
調
し
た
。

続
い
て
全
国
各
ブ
ロ
ッ
ク

か
ら
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
幹
事
の

楠
瀬
耕
作
高
知
県
須
崎
市
長

が
公
共
下
水
道
施
設
の
運
営

事
業
、
中
部
ブ
ロ
ッ
ク
幹
事

の
竹
本
幸
夫
愛
知
県
豊
川
市

長
が
イ
ン
フ
ラ
維
持
管
理
支

援
事
業
、
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
企

画
委
員
の
山
本
浩
章
島
根
県

益
田
市
長
が
イ
ン
フ
ラ
予
防

保
全
対
策
に
つ
い
て
意
見
発

表
を
行
っ
た
。
こ
れ
を
受
け

て
議
事
で
は
令
和
７
年
度
活

動
計
画
な
ど
を
承
認
す
る
と

と
も
に
、
イ
ン
フ
ラ
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
の
充
実
強
化
に
関
す

る
６
項
目
の
取
り
組
み
を
満

場
一
致
で
決
議
し
た
。

こ
の
あ
と
廣
瀬
昌
由
国
交

省
技
監
、
家
田
仁
イ
ン
フ
ラ

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
国
民
会
議
副

会
長
、
佐
々
木
葉
公
益
社
団

法
人
土
木
学
会
会
長
、
植
野

芳
彦
富
山
市
政
策
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
ら
が
特
別
講
話
を
行

い
、
全
員
で
最
新
の
情
報
を

共
有
し
た
。

市区町村長が結束市区町村長が結束
髙橋代表幹事

４００余名が一堂に参集

高橋副大臣

横浜市の点検状況を視察
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